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1. 平成27年3月期の連結業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 65,641 26.8 12,262 18.7 12,065 17.5 7,758 23.4
26年3月期 51,755 22.2 10,334 10.0 10,264 10.0 6,286 17.5
（注）包括利益 27年3月期 7,765百万円 （23.6％） 26年3月期 6,282百万円 （17.2％）

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり
当期純利益

自己資本当期純利益
率 総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

27年3月期 505.07 504.18 18.9 13.5 18.7
26年3月期 413.75 409.99 18.2 14.8 20.0
（参考） 持分法投資損益 27年3月期 ―百万円 26年3月期 ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 101,549 44,632 43.9 2,899.84
26年3月期 76,614 37,555 49.0 2,449.71
（参考） 自己資本 27年3月期 44,621百万円 26年3月期 37,535百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

27年3月期 △6,160 △4 8,430 20,882
26年3月期 443 △68 3,804 18,616

2. 配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

26年3月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00 766 12.1 2.2
27年3月期 ― 0.00 ― 50.00 50.00 769 9.9 1.9
28年3月期(予想) ― 0.00 ― 60.00 60.00 10.5

3. 平成28年 3月期の連結業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

 

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 59,969 20.4 12,607 7.6 12,486 7.0 8,294 10.2 538.74
通期 78,540 19.7 13,492 10.0 13,238 9.7 8,794 13.4 571.22



※ 注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
②①以外の会計方針の変更  ： 無
③会計上の見積りの変更  ： 無
④修正再表示  ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期 15,387,700 株 26年3月期 15,322,600 株
②期末自己株式数 27年3月期 34 株 26年3月期 ―株
③期中平均株式数 27年3月期 15,360,860 株 26年3月期 15,193,504 株

（参考）個別業績の概要 

1. 平成27年3月期の個別業績（平成26年4月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期 64,540 27.8 10,923 21.1 10,684 19.6 6,881 25.5
26年3月期 50,511 22.8 9,016 5.2 8,930 5.5 5,481 12.6

1株当たり当期純利益 潜在株式調整後1株当たり当期純
利益

円 銭 円 銭

27年3月期 447.99 447.20
26年3月期 360.78 357.50

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期 97,176 41,258 42.5 2,681.03
26年3月期 73,257 35,065 47.8 2,287.20
（参考） 自己資本 27年3月期 41,254百万円 26年3月期 35,045百万円

2. 平成28年 3月期の個別業績予想（平成27年 4月 1日～平成28年 3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

※監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく連結財務諸表の監査手続
は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財政状態に関する分析（1）経営成績に関する分析」をご覧くださ
い。 

売上高 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利
益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 59,171 19.9 11,189 1.5 7,471 5.0 485.30
通期 76,254 18.1 11,429 7.0 7,631 10.9 495.71
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１．経営成績・財政状態に関する分析

(1）経営成績に関する分析

① 当期の経営成績

当連結会計年度における我が国経済は、政府の経済政策や日本銀行の金融緩和政策の効果を背景として、企業

収益や個人所得に改善がみられる等、ゆるやかな回復基調が続いております。しかしながら、消費増税による個

人消費の低迷や円安による物価の上昇など、依然として先行きは不透明な状況にあります。

当不動産業界におきましては、三大都市圏の公示地価が上昇に転じており、開発用地の取得費が上昇している

こと、東京オリンピック開催や震災復興に伴い、旺盛な建設需要が建築工事費を押し上げていること等、先行き

不透明感が強まっておりますが、住宅ローン金利が低位で推移していることに加えて、住宅ローン減税政策等の

住宅取得支援制度が継続して実施されていることから、都心部の新築分譲マンション契約率は堅調に推移いたし

ました。

このような状況におきまして、当社グループは、三大都市圏の都心部を中心とした事業エリアにて、顧客のニ

ーズに合致した分譲マンションを適正価格で供給してまいりました。

これらの結果、当連結会計年度の業績は、売上高65,641百万円（前期比26.8％増）、営業利益12,262百万円

（同18.7％増）、経常利益12,065百万円（同17.5％増）、当期純利益7,758百万円（同23.4％増）となりまし

た。

 

なお、セグメントの業績は次のとおりであります。

（不動産販売事業）

不動産販売事業におきましては、ファミリーマンション「プレサンスグランシリーズ」のプレサンスグラン

京都東洞院（総戸数23戸）等の販売が順調に推移いたしました。その結果、ワンルームマンション売上高

15,005百万円（955戸）、ファミリーマンション売上高41,180百万円（1,300戸）、一棟販売売上高3,475百万

円（217戸）、その他住宅販売売上高210百万円（14戸）、その他不動産販売売上高2,983百万円（１戸）、不

動産販売附帯事業売上高205百万円となり、不動産販売事業の合計売上高は、63,060百万円（前期比26.3％

増）、営業利益は11,929百万円（同18.9％増）となりました。

（その他）

その他の不動産賃貸事業等におきましては、自社保有の賃貸不動産が順調に稼働いたしました。その結果、

受取家賃収入が増加したこと等から、売上高は、2,580百万円（前期比40.6％増）、営業利益は954百万円（同

14.2％増）となりました。

 

② 次期の見通し

当社グループが属する不動産業界では、開発用地の取得費やマンションの建築工事費が上昇しているものの、

住宅取得支援政策が継続して実施されること、個人所得に改善の兆しがみられること等から、都心部のマンショ

ン契約率につきましては、今後も堅調に推移すると考えております。

このような状況におきまして、当社グループは、健全な財務体質の維持を図りつつ、三大都市圏を中心とした

事業エリアにおいて、顧客のニーズに合致したマンションの企画・販売を増加させることで、確固たるブランド

イメージを築いてまいります。

 

（不動産販売事業）

ワンルームマンションは売上高21,788百万円（当期実績比45.2％増）を、ファミリーマンションは売上高

46,702百万円（同13.4％増）を、一棟販売は売上高4,893百万円（同40.8％増）を、その他住宅販売事業は売

上高1,021百万円（同384.9％増）を、その他不動産販売事業は売上高920百万円（同69.2％減）を見込んでお

ります。また、不動産販売業務附帯事業として、売上高267百万円（同30.1％増）を見込んでおり、不動産販

売事業において、75,593百万円（同19.9％増）の売上を予定しております。

（その他）

その他の不動産賃貸事業等におきましては、賃貸不動産が増加したことにより、受取家賃収入が増加するこ

とから、売上高2,946百万円（当期実績比14.2％増）を予定しております。

（費用関係）

売上原価率については、開発用地取得費と建築工事費がともに上昇しているため、当期実績率よりも高くな

ることを見込んでおります。販売費及び一般管理費については、ファミリーマンションの販売棟数が増加する

ことから、モデルルーム等の販売促進に関する費用が増加することを見込んでおります。また、事業規模の拡

大に伴い、人員の増員を予定していること等から人件費を含めた経費が増加することを見込んでおります。
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以上により、次期の当社グループの連結業績につきましては、売上高78,540百万円（当期実績比19.7％

増）、営業利益13,492百万円（同10.0％増）、経常利益13,238百万円（同9.7％増）、親会社株主に帰属する

当期純利益8,794百万円（同13.4％増）を予定しております。

また、第２四半期連結累計期間の当社グループの連結業績につきましては、売上高59,969百万円、親会社株

主に帰属する四半期純利益8,294百万円を予定しております。

 

(2）財政状態に関する分析

① 資産・負債・純資産の状況

（流動資産）

当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末に比べて23,273百万円増加し、94,070百万円（前

期末比32.9％増）となりました。その主な要因は、マンションの引渡しが順調に推移したこと等により、現金

及び預金が2,265百万円増加したこと、積極的に開発用地を取得したこと等により、たな卸資産が20,859百万

円増加したことであります。

（固定資産）

当連結会計年度末における固定資産は、前連結会計年度末に比べて1,661百万円増加し、7,478百万円（前期

末比28.6％増）となりました。その主な要因は、販売用不動産として開発しておりましたワンルームマンショ

ンのプレサンス梅田東ベータ他計４棟を保有目的の変更に伴い、賃貸不動産に2,898百万円振り替えたこと、

賃貸不動産として保有しておりましたプレサンス堺筋本町フィリア他計２棟を保有目的の変更に伴い、販売用

不動産に1,051百万円振り替えたこと等から、賃貸不動産が1,642百万円増加したことであります。

（負債）

当連結会計年度末における負債は、前連結会計年度末に比べて17,857百万円増加し、56,916百万円（前期末

比45.7％増）となりました。その主な要因は、積極的に開発用地を取得したことに伴い、借入金が9,123百万

円増加したこと、マンションの完成に伴い建設会社に対する支払手形が6,257百万円増加したこと、マンショ

ンの契約が順調に進捗していることにより、前受金が1,703百万円増加したことであります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は、前連結会計年度末に比べて7,077百万円増加し、44,632百万円（前期

末比18.8％増）となりました。その主な要因は、当期純利益の計上に伴い利益剰余金が6,992百万円増加した

ことであります。

 

② キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末と比べ2,265

百万円増加し、20,882百万円（前期末比12.2％増）となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、減少した資金は6,160百万円（前年同期は443百万円の増加）となりました。

これは主に、税金等調整前当期純利益が12,068百万円あったこと、ファミリーマンションの契約が順調に進

捗したため、前受金が1,719百万円増加したこと、マンションの完成に伴い支払手形を振り出したため、仕入

債務が6,326百万円増加したこと等により資金が増加したのに対して、積極的に開発用地を取得したこと等か

ら、たな卸資産が22,716百万円増加したこと、法人税等を4,031百万円支払ったことにより、資金が減少した

ためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、減少した資金は4百万円（前年同期は68百万円の減少）となりました。

これは主に、固定資産の取得により24百万円資金が減少したのに対し、連結の範囲の変更を伴う子会社株式

の取得により20百万円資金が増加したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、増加した資金は8,430百万円（前年同期は3,804百万円の増加）となりました。

これは主に、配当金を764百万円支払ったことにより資金が減少したのに対して、金融機関から9,123百万円

借入れしたことにより、資金が増加したことによるものであります。
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（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移

  平成23年３月期 平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期

自己資本比率（％） 50.0 50.4 50.5 49.0 43.9

時価ベースの自己資本比率

（％）
35.9 36.9 79.1 53.5 57.8

キャッシュ・フロー対有利

子負債比率（年）
― 5.7 ― 55.1 ―

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍）
― 12.8 ― 2.5 ―

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）いずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

（注２）株式時価総額は、自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注３）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

（注４）有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。

（注５）平成23年３月期、平成25年３月期及び平成27年３月期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率とイ

ンタレスト・カバレッジ・レシオにつきましては、営業キャッシュ・フローがマイナスのため表示

しておりません。

 

(3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社グループは、将来の事業展開のための内部留保とのバランスを考慮の上、年１回の安定した期末配当を継続

的に実施していくことを、利益配分に関する基本方針としております。なお、内部留保につきましては、今後の事

業展開及び企業の体質強化のため、有効に活用してまいります。

上記方針に基づき、平成27年３月期につきましては、１株当たり50円の配当を予定しております。

また、次期の配当につきましては、１株当たり60円の配当を予定しております。

 

(4）事業等のリスク

最近の有価証券報告書（平成26年６月25日）における記載内容から、投資家の皆様に速やかに開示すべき新たな

事業リスクは、現時点において顕在化しておりません。
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２．企業集団の状況

当社グループは、当社及び子会社５社により構成されており、ワンルームマンション（主に単身者向けに賃貸に供さ

れる投資型マンション）、及びファミリーマンション（家族での使用を想定したマンション）の企画開発と販売を主た

る事業としております。

その主な事業内容及び事業の位置付けは次のとおりであります。

なお、次の２部門は「５．連結財務諸表 (5) 連結財務諸表に関する注記事項」に掲げるセグメントの区分と同一で

あります。

(1) 不動産販売事業

当社グループは、主に関西エリア・東海エリア・関東エリア・沖縄エリアにおいて事業を展開しており、当社は

主にマンションの企画開発とワンルームマンションの販売を、連結子会社である株式会社プレサンス住販は、当社

のファミリーマンション及び他社のファミリーマンションの販売代理を、株式会社プレサンスリアルタは、中古物

件の仲介・買取・販売を行っております。

なお、当社は主に個人顧客に対してマンションの販売を行っておりますが、不動産販売業者に一棟販売を行う場

合があります。

(2) その他

当社は、ワンルームマンションの賃貸管理事業（入居者の斡旋及び家賃の集金代行）、及び賃貸事業（当社所有

マンションの賃貸）を、連結子会社である株式会社プレサンスコミュニティは、当社が分譲したマンションの建物

管理（管理組合の会計事務等の受託）、及び損害保険代理事業を、株式会社トライストはマンションの大規模修繕

工事等の建設業を、株式会社プレサンスギャランティは賃貸マンションの家賃債務保証業（入居者の家賃等債務の

連帯保証）を行っております。
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３．経営方針

(1）会社の経営の基本方針

当社グループは、「社会への貢献を果し、不断の発展を図ること」及び「公正、信用を重視した積極かつ堅実な

経営を行うこと」により、企業価値を高めステークホルダーに貢献することを経営の基本方針としております。

 

(2）目標とする経営指標

当社グループは、営業基盤の拡充、及び経営の効率化を進め、安定的に売上高経常利益率を確保することを重視

しており、平成28年３月期は連結売上高経常利益率16.9％の達成を目標としております。

 

(3）中長期的な会社の経営戦略

当社グループは、投資型ワンルームマンション・ファミリーマンションの分譲を柱として経営基盤を拡充し、安

定した収益の向上に努めてまいります。

投資型ワンルームマンションの分譲につきましては、不安定な経済情勢等から派生した年金問題、単独世帯数の

増加及び都心部への人口回帰現象といった社会的側面があること、比較的リスクが少ない資産運用の商品として市

場に定着していること等から、堅調に推移するものと考えております。今後も変化する顧客のニーズに的確に対応

し、収益性を重視しつつ事業規模の拡大を図ってまいります。

ファミリーマンションの分譲につきましては、継続的な住宅取得支援制度の実施により、都心部の顧客ニーズに

合致したマンションに対する需要は、堅調に推移しておりますので、今後も三大都市圏を中心にファミリーマンシ

ョン供給戸数の増加を図ってまいります。

また、その他の賃貸管理事業、賃貸事業、及び建物管理事業等につきましては、今後も事業規模を拡大し、継続

的かつ安定的な収益の確保を図ってまいります。

 

(4）会社の対処すべき課題

当社グループが属する不動産業界の経営環境は、住宅取得支援制度の継続的な実施等、住宅購買意欲を刺激する

要因が存在することから、緩やかではあるものの回復基調にて推移すると考えております。

このような経営環境のなか、当社グループの対処すべき課題は、現在の健全な財務内容を維持していくことであ

ります。

当社グループは、顧客のニーズに合致した立地、及び仕様を備えたマンションを適正な価格水準で提供するこ

と、また、営業社員の指導・教育を充実することにより、販売力の更なる強化を図ってまいります。

その結果、未契約の完成在庫を最小限に抑え、必要利益を確保したうえで投下資金を迅速かつ確実に回収できる

こととなり、健全な財務内容を維持していくことができるものと考えております。

 

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、国際的な事業展開や資金調達を行っておりませんので、日本基準に基づき連結財務諸表を作成

しております。
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５．連結財務諸表

(1) 連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 18,676,865 20,942,199 

売掛金 27,024 33,801 

販売用不動産 3,638,215 ※ 2,602,216 

仕掛販売用不動産 ※ 46,912,260 ※ 68,854,596 

原材料及び貯蔵品 141,060 94,357 

繰延税金資産 366,367 349,798 

その他 1,034,836 1,193,291 

流動資産合計 70,796,631 94,070,261 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 148,262 138,881 

減価償却累計額 △59,879 △66,869 

建物及び構築物（純額） 88,383 72,011 

賃貸不動産 5,166,780 6,869,225 

減価償却累計額 △207,017 △266,753 

賃貸不動産（純額） ※ 4,959,763 ※ 6,602,472 

土地 99,266 93,824 

建設仮勘定 － 9,826 

その他 126,725 134,821 

減価償却累計額 △82,654 △102,330 

その他（純額） 44,071 32,490 

有形固定資産合計 5,191,484 6,810,624 

無形固定資産 32,144 25,199 

投資その他の資産    

投資有価証券 69,521 80,644 

長期貸付金 18,871 37,581 

繰延税金資産 208,464 203,302 

その他 296,996 321,614 

投資その他の資産合計 593,854 643,143 

固定資産合計 5,817,482 7,478,966 

資産合計 76,614,114 101,549,228 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 5,112,984 11,365,424 

短期借入金 － ※ 3,880,000 

1年内返済予定の長期借入金 ※ 5,116,600 ※ 1,835,600 

未払法人税等 2,205,628 2,488,938 

前受金 5,326,078 7,030,010 

賞与引当金 61,940 80,680 

その他 1,535,611 1,967,093 

流動負債合計 19,358,842 28,647,745 

固定負債    

長期借入金 ※ 19,307,250 ※ 27,831,650 

役員退職慰労引当金 392,935 437,601 

固定負債合計 19,700,185 28,269,251 

負債合計 39,059,027 56,916,997 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,418,558 1,462,175 

資本剰余金 1,348,558 1,392,175 

利益剰余金 34,763,020 41,755,195 

自己株式 － △115 

株主資本合計 37,530,136 44,609,429 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,801 12,267 

その他の包括利益累計額合計 5,801 12,267 

新株予約権 19,149 3,720 

少数株主持分 － 6,812 

純資産合計 37,555,087 44,632,231 

負債純資産合計 76,614,114 101,549,228 
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 51,755,537 65,641,289 

売上原価 ※１ 34,509,732 ※１ 45,903,976 

売上総利益 17,245,805 19,737,312 

販売費及び一般管理費    

販売手数料 3,012,347 3,035,681 

広告宣伝費 361,088 266,260 

役員報酬 401,880 419,580 

給料及び手当 1,635,238 1,958,714 

賞与 65,264 92,737 

賞与引当金繰入額 54,260 78,530 

退職給付費用 10,200 12,793 

役員退職慰労引当金繰入額 42,160 44,666 

減価償却費 33,586 38,010 

その他 1,295,471 1,528,106 

販売費及び一般管理費合計 6,911,496 7,475,081 

営業利益 10,334,308 12,262,231 

営業外収益    

受取利息 3,840 4,108 

受取配当金 887 1,066 

違約金収入 52,253 61,858 

仕入割引 32,886 21,029 

その他 35,522 42,537 

営業外収益合計 125,389 130,599 

営業外費用    

支払利息 179,930 290,495 

支払手数料 7,000 37,201 

その他 8,382 － 

営業外費用合計 195,312 327,697 

経常利益 10,264,385 12,065,133 

特別利益    

固定資産売却益 ※２ 6,825 ※２ 905 

負ののれん発生益 － ※３ 3,225 

特別利益合計 6,825 4,131 

特別損失    

固定資産除却損 ※４ 4,126 ※４ 304 

特別損失合計 4,126 304 

税金等調整前当期純利益 10,267,084 12,068,960 

法人税、住民税及び事業税 4,042,905 4,290,575 

法人税等調整額 △62,121 19,105 

法人税等合計 3,980,783 4,309,680 

少数株主損益調整前当期純利益 6,286,300 7,759,279 

少数株主利益 － 974 

当期純利益 6,286,300 7,758,305 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 6,286,300 7,759,279 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △4,007 6,466 

その他の包括利益合計 ※ △4,007 ※ 6,466 

包括利益 6,282,292 7,765,746 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 6,282,292 7,764,771 

少数株主に係る包括利益 － 974 
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

      (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,228,814 1,158,814 29,003,098 － 31,390,726 

当期変動額          

新株の発行 189,744 189,744     379,488 

剰余金の配当     △526,379   △526,379 

当期純利益     6,286,300   6,286,300 

自己株式の取得          

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 189,744 189,744 5,759,921 － 6,139,409 

当期末残高 1,418,558 1,348,558 34,763,020 － 37,530,136 

 

           

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 9,809 9,809 72,680 － 31,473,215 

当期変動額          

新株の発行         379,488 

剰余金の配当         △526,379 

当期純利益         6,286,300 

自己株式の取得          

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△4,007 △4,007 △53,530   △57,538 

当期変動額合計 △4,007 △4,007 △53,530 － 6,081,871 

当期末残高 5,801 5,801 19,149 － 37,555,087 
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当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

      (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,418,558 1,348,558 34,763,020 － 37,530,136 

当期変動額          

新株の発行 43,617 43,617     87,234 

剰余金の配当     △766,130   △766,130 

当期純利益     7,758,305   7,758,305 

自己株式の取得       △115 △115 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         － 

当期変動額合計 43,617 43,617 6,992,175 △115 7,079,293 

当期末残高 1,462,175 1,392,175 41,755,195 △115 44,609,429 

 

           

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券評価
差額金 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 5,801 5,801 19,149 － 37,555,087 

当期変動額          

新株の発行         87,234 

剰余金の配当         △766,130 

当期純利益         7,758,305 

自己株式の取得         △115 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

6,466 6,466 △15,428 6,812 △2,149 

当期変動額合計 6,466 6,466 △15,428 6,812 7,077,143 

当期末残高 12,267 12,267 3,720 6,812 44,632,231 
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 10,267,084 12,068,960 

減価償却費 140,193 242,897 

負ののれん発生益 － △3,225 

株式報酬費用 13,588 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,050 18,740 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 42,160 44,666 

受取利息及び受取配当金 △4,727 △5,174 

支払利息 179,930 290,495 

固定資産売却損益（△は益） △6,825 △905 

固定資産除却損 4,126 304 

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,697,056 △22,716,002 

仕入債務の増減額（△は減少） 1,428,700 6,326,703 

前受金の増減額（△は減少） 2,361,303 1,719,091 

未払消費税等の増減額（△は減少） 87,379 274,249 

未収消費税等の増減額（△は増加） 256,780 △1,202 

その他 △414,460 △98,307 

小計 4,667,226 △1,838,711 

利息及び配当金の受取額 4,875 5,085 

利息の支払額 △189,886 △295,308 

法人税等の支払額 △4,038,713 △4,031,444 

営業活動によるキャッシュ・フロー 443,501 △6,160,378 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

固定資産の取得による支出 △75,522 △24,437 

固定資産の売却による収入 8,262 946 

投資有価証券の取得による支出 △1,673 △2,045 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

収入 
－ 20,847 

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,934 △4,689 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － 3,879,700 

長期借入れによる収入 15,300,000 21,760,000 

長期借入金の返済による支出 △11,281,000 △16,516,600 

株式の発行による収入 312,369 71,805 

自己株式の取得による支出 － △115 

配当金の支払額 △526,607 △764,388 

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,804,761 8,430,401 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,179,329 2,265,333 

現金及び現金同等物の期首残高 14,437,536 18,616,865 

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 18,616,865 ※ 20,882,199 
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数    ５社

株式会社プレサンス住販

株式会社プレサンスコミュニティ

株式会社プレサンスリアルタ

株式会社トライスト

株式会社プレサンスギャランティ

株式会社トライストは、当連結会計年度において同社株式を新規取得したため、連結の範囲に含めておりま

す。

また、株式会社プレサンスギャランティは、当連結会計年度において新たに設立したため、連結の範囲に含

めております。

株式会社ルームプロは、平成26年５月29日付で株式会社プレサンスリアルタへ商号変更しております。

なお、非連結子会社はありません。

 

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

全ての連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

 

４．会計処理基準に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券

その他有価証券

時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）を採用しております。

時価のないもの

移動平均法による原価法を採用しております。

② たな卸資産

販売用不動産及び仕掛販売用不動産

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用し

ております。

原材料及び貯蔵品

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）を採用し

ております。

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

建物及び賃貸不動産（建物附属設備を除く）については定額法を、それ以外については、定率法を採用し

ております。

なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。

建物・・・・・・・・・・・・・８～47年

構築物・・・・・・・・・・・・・・15年

車両運搬具・・・・・・・・・・・・６年

工具、器具及び備品・・・・・・３～20年

賃貸不動産・・・・・・・・・・６～47年

② 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。
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(3) 重要な引当金の計上基準

① 賞与引当金

当社及び連結子会社は、従業員への賞与支給に充てるため、支給見込額に基づき計上しております。

② 役員退職慰労引当金

当社及び連結子会社の株式会社プレサンス住販は、役員の退職慰労金支給に備えるため、内規に基づく期

末要支給額を計上しております。

(4) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

(5) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税及び地方消費税は、当連結

会計年度の費用として処理しております。

 

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

 

（表示方法の変更）

（連結損益計算書関係）

前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めておりました「支払手数料」は、営業外費用の総

額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記しております。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組み替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において「営業外費用」の「その他」に表示していた15,382千円

は、「支払手数料」7,000千円、「その他」8,382千円として組み替えております。

 

（追加情報）

（たな卸資産の保有目的の変更）

たな卸資産の一部について、販売から賃貸へ保有目的を変更したことに伴い、仕掛販売用不動産2,898,842千円

を賃貸不動産に振替えております。

（有形固定資産の保有目的の変更）

賃貸不動産の一部について、賃貸から販売へ保有目的を変更したことに伴い、賃貸不動産1,051,247千円を販売

用不動産に振替えております。また、保養所の一部について、福利厚生から販売へ保有目的を変更したことに伴

い、土地5,442千円、建物及び構築物12,519千円、及びその他50千円を販売用不動産に振替えております。

 

（連結貸借対照表関係）

※ 担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当連結会計年度

（平成27年３月31日）

販売用不動産 ― 1,051,247千円

仕掛販売用不動産  23,324,312千円 31,754,326千円

賃貸不動産  4,246,519千円  5,908,407千円

合計 27,570,831千円 38,713,982千円

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
当連結会計年度

（平成27年３月31日）

短期借入金 ― 3,880,000千円

１年内返済予定の長期借入金  5,116,600千円 1,835,600千円

長期借入金  19,307,250千円 27,831,650千円

合計 24,423,850千円 33,547,250千円
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（連結損益計算書関係）

※１ 期末たな卸高は収益性の低下に伴う簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれておりま

す。

 
前連結会計年度 

（自 平成25年４月１日 
  至 平成26年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成26年４月１日 

  至 平成27年３月31日） 

売上原価 180,000千円 133,000千円 

 

※２ 固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

車両運搬具  6,825千円 905千円

 

※３ 負ののれん発生益の内容は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

株式取得に伴う負ののれん発生益  ― 3,225千円

 

※４ 固定資産除却損の内容は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

建物附属設備  4,047千円 156千円

車両運搬具  37千円  ―

工具、器具及び備品  41千円 32千円

その他  ―  116千円

合計  4,126千円 304千円

 

（連結包括利益計算書関係）

※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

その他有価証券評価差額金：    

当期発生額 △6,222千円 9,092千円

組替調整額 ― ―

税効果調整前 △6,222千円 9,092千円

税効果額 2,214千円 △2,626千円

その他有価証券評価差額金 △4,007千円 6,466千円

その他の包括利益合計 △4,007千円 6,466千円
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式        

普通株式（注） 15,039,400 283,200 ― 15,322,600

合計 15,039,400 283,200 ― 15,322,600

自己株式        

普通株式 ― ― ― ―

合計 ― ― ― ―

（注）普通株式の発行済株式数の増加283,200株は、ストック・オプションの行使による増加であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳

新株予約権
の目的とな
る株式の種

類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当連結会計
年度末残高
（千円）

当連結会計
年度期首

当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計
年度末

提出会社

（親会社）

 ストック・オプションとし

ての新株予約権
－ ― ― ― ― 19,149

 合計 － ― ― ― ― 19,149

 

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 526,379 35 平成25年３月31日 平成25年６月24日

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 766,130 利益剰余金 50 平成26年３月31日 平成26年６月25日

（注）１株当たり配当額には記念配当10円が含まれております。
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当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期首
株式数（株）

当連結会計年度増加
株式数（株）

当連結会計年度減少
株式数（株）

当連結会計年度末株
式数（株）

発行済株式        

普通株式 (注)１ 15,322,600 65,100 － 15,387,700

合計 15,322,600 65,100 － 15,387,700

自己株式        

普通株式 (注)２ － 34 － 34

合計 － 34 － 34

（注）１．普通株式の発行済株式数の増加65,100株は、ストック・オプションの行使による増加であります。

２．普通株式の自己株式の株式数の増加34株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項

区分 新株予約権の内訳

新株予約権
の目的とな
る株式の種

類

新株予約権の目的となる株式の数（株）
当連結会計
年度末残高
（千円）

当連結会計
年度期首

当連結会計
年度増加

当連結会計
年度減少

当連結会計
年度末

提出会社

（親会社）

 ストック・オプションとし

ての新株予約権
－ － － － － 3,720

 合計 － － － － － 3,720

 

３．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
（円）

基準日 効力発生日

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 766,130 50 平成26年３月31日 平成26年６月25日

（注）１株当たり配当額には記念配当10円が含まれております。

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月23日

定時株主総会
普通株式 769,383 利益剰余金 50 平成27年３月31日 平成27年６月24日

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

現金及び預金勘定  18,676,865千円  20,942,199千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金  △60,000千円  △60,000千円

現金及び現金同等物  18,616,865千円  20,882,199千円
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社及び子会社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、マンションの企画開発と販売を主たる事業としており、「不動産販売事業」を報告セグメン

トとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  不動産販売事業 計 

売上高        

外部顧客への売上高 49,920,589 49,920,589 1,834,947 51,755,537 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 49,920,589 49,920,589 1,834,947 51,755,537 

セグメント利益 10,036,561 10,036,561 836,054 10,872,615 

セグメント資産 69,043,037 69,043,037 6,527,115 75,570,153 

セグメント負債 33,666,377 33,666,377 3,114,479 36,780,856 

その他の項目        

減価償却費 19,113 19,113 107,884 126,998 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
25,695 25,695 2,788,191 2,813,887 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸・仲介・管理、損害保険代

理事業、マンションの内装工事等を含んでおります。
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当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日） 

      （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  不動産販売事業 計 

売上高        

外部顧客への売上高 63,060,711 63,060,711 2,580,578 65,641,289 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － 

計 63,060,711 63,060,711 2,580,578 65,641,289 

セグメント利益 11,929,793 11,929,793 954,943 12,884,737 

セグメント資産 91,490,875 91,490,875 8,770,623 100,261,498 

セグメント負債 49,587,456 49,587,456 4,420,771 54,008,227 

その他の項目        

減価償却費 16,052 16,052 211,391 227,443 

有形固定資産及び無形固定

資産の増加額 
9,630 9,630 2,901,912 2,911,542 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸・仲介・管理、損害保険代

理事業、マンションの内装工事等を含んでおります。

 

４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

（単位：千円）

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 49,920,589 63,060,711

「その他」の区分の売上高 1,834,947 2,580,578

セグメント間取引消去 － －

連結財務諸表の売上高 51,755,537 65,641,289

 

（単位：千円）

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 10,036,561 11,929,793

「その他」の区分の利益 836,054 954,943

全社費用（注） △538,306 △622,505

連結財務諸表の営業利益 10,334,308 12,262,231

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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（単位：千円）

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 69,043,037 91,490,875

「その他」の区分の資産 6,527,115 8,770,623

全社資産（注） 1,043,961 1,287,729

連結財務諸表の資産合計 76,614,114 101,549,228

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない余資運用資金等の管理部門に係る資産であります。

 

（単位：千円）

負債 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 33,666,377 49,587,456

「その他」の区分の負債 3,114,479 4,420,771

全社負債（注） 2,278,171 2,908,769

連結財務諸表の負債合計 39,059,027 56,916,997

（注）全社負債は、主に報告セグメントに帰属しない未払法人税等であります。

 

（単位：千円）

その他の項目
報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 19,113 16,052 107,884 211,391 13,194 15,453 140,193 242,897

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

25,695 9,630 2,788,191 2,901,912 26,466 4,304 2,840,353 2,915,846

（注）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない車両運搬具、ソフトウエア

及び建物付属設備であります。
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【関連情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 （単位：千円）

 
ワンルーム

マンション

ファミリー

マンション

シニア向け

マンション
一棟販売

その他

住宅販売

その他

不動産販売

不動産販売

付帯事業
合計

外部顧客

への売上高
19,759,475 26,301,103 216,711 2,607,105 796,019 － 240,174 49,920,589

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

 （単位：千円）

 
ワンルーム

マンション

ファミリー

マンション

シニア向け

マンション
一棟販売

その他

住宅販売

その他

不動産販売

不動産販売

付帯事業
合計

外部顧客

への売上高
15,005,994 41,180,170 － 3,475,445 210,708 2,983,126 205,265 63,060,711

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

 

(2）有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありま

せん。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

該当事項はありません。
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日）

該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自  平成26年４月１日  至  平成27年３月31日）

重要性がないため記載を省略しております。

 

（関連当事者情報）

１．関連当事者との取引

(1) 連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

① 連結財務諸表提出会社の親会社及び主要株主（会社等の場合に限る。）等

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

② 連結財務諸表提出会社の非連結子会社及び関連会社等

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

③ 連結財務諸表提出会社と同一の親会社をもつ会社等及び連結財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会

社等

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

④ 連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主（個人の場合に限る。）等

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

(2）連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

前連結会計年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

該当事項はありません。

当連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

該当事項はありません。

 

２．親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

 

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

該当事項はありません。
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（税効果会計関係）

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
 

当連結会計年度

（平成27年３月31日）

繰延税金資産     

たな卸資産評価損 156,798千円   127,792千円

未払事業税 165,938   179,652

賞与引当金 22,270   27,142

役員退職慰労引当金 141,282   144,532

会員権評価損 4,875   4,414

繰延消費税等 52,786   48,093

その他 34,084   28,616

繰延税金資産合計 578,037   560,242

繰延税金負債      

その他有価証券評価差額金 △3,205   △5,831

その他 －   △1,310

繰延税金負債合計 △3,205   △7,142

繰延税金資産の純額 574,831   553,100

 （注）前連結会計年度及び当連結会計年度における繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に含まれ

ております。

 
前連結会計年度

（平成26年３月31日）
 

当連結会計年度

（平成27年３月31日）

流動資産－繰延税金資産 366,367千円   349,798千円

固定資産－繰延税金資産 208,464   203,302

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因とな

った主要な項目別の内訳

平成26年３月期及び平成27年３月期において、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間

の差異が法定実効税率の100分の５以下であるため注記を省略しております。

 

３．法人税等の税率の変更による繰延税金資産の金額の修正

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税等の一部を改正する法律」（平

成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人

税率等の引き下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用

する法定実効税率は従来の35.6％から平成27年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異

については33.0％に、平成28年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異について

は、32.2％となります。

この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は45,222千円減少し、法

人税等調整額が45,832千円、その他有価証券評価差額金が609千円、それぞれ増加しております。
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（有価証券関係）

１．その他有価証券

前連結会計年度（平成26年３月31日）

  種類
連結貸借対照表計上
額（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

連結貸借対照表計上額

が取得原価を超えるも

の

株式 19,730 10,723 9,006

小計 19,730 10,723 9,006

連結貸借対照表計上額

が取得原価を超えない

もの

株式 － － －

小計 － － －

合計 19,730 10,723 9,006

 

当連結会計年度（平成27年３月31日） 

  種類
連結貸借対照表計上
額（千円）

取得原価（千円） 差額（千円）

連結貸借対照表計上額

が取得原価を超えるも

の

株式 30,603 12,504 18,099

小計 30,603 12,504 18,099

連結貸借対照表計上額

が取得原価を超えない

もの

株式 － － －

小計 － － －

合計 30,603 12,504 18,099

 

（退職給付関係）

１．採用している退職給付制度の概要

当社及び連結子会社は、営業職にある従業員を除き、確定拠出型の年金制度である中小企業退職金共済事業

団の共済制度に加盟しており、当該制度に基づく拠出額をもって費用処理しております。

 

２．確定拠出制度

当社及び連結子会社の確定拠出制度への要拠出額は,前連結会計年度10,200千円、当連結会計年度12,793千

円であります。
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（ストック・オプション等関係）

１．ストック・オプションに係る費用計上額及び科目名                   （単位：千円）

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

売上原価の株式報酬費用 － －

一般管理費の株式報酬費用 13,588 －

 

２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1) ストック・オプションの内容

  平成23年ストック・オプション

付与対象者の区分及び人数

当社取締役     ６名

当社使用人     62名

子会社取締役    ３名

子会社使用人    16名

株式の種類別のストック・オプションの

数（注）
普通株式    404,000株

付与日 平成23年７月31日

権利確定条件
付与日（平成23年７月31日）以降、権利確定日（平成25年７月31日）まで継

続して勤務していること。

対象勤務期間 ２年間（自 平成23年７月31日 至 平成25年７月31日）

権利行使期間

平成25年８月１日から平成27年７月31日まで。ただし、権利行使時において

当社または当社子会社の取締役もしくは従業員の地位を有しているものに限

る。

（注）株式数に換算して記載しております。
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(2) ストック・オプションの規模及びその変動状況

 当連結会計年度（平成27年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプ

ションの数については、株式数に換算して記載しております。

① ストック・オプションの数

    平成23年ストック・オプション

権利確定前 （株）  

前連結会計年度末   －

付与   －

失効   －

権利確定   －

未確定残   －

権利確定後 （株）  

前連結会計年度末   80,800

権利確定   －

権利行使   65,100

失効   －

未行使残   15,700

 

② 単価情報

    平成23年ストック・オプション

権利行使価格 （円） 1,103

行使時平均株価 （円） 3,064

付与日における公正な評価単価 （円） 237

 

３．ストック・オプションの権利確定数の見積方法

 基本的には、将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法を採用し

ております。
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（１株当たり情報）

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

１株当たり純資産額 2,449.71円 2,899.84円

１株当たり当期純利益金額 413.75円 505.07円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 409.99円 504.18円

（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。

 
前連結会計年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益（千円） 6,286,300 7,758,305

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 6,286,300 7,758,305

期中平均株式数（株） 15,193,504 15,360,860

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 139,247 27,190

（うち新株予約権） （139,247） （27,190）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調

整後１株当たり当期純利益金額の算定に

含めなかった潜在株式の概要

―― ――

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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６．個別財務諸表

(1) 貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当事業年度 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 15,367,163 18,101,844 

販売用不動産 3,603,629 2,574,952 

仕掛販売用不動産 46,678,905 67,175,066 

原材料及び貯蔵品 27,355 18,424 

前渡金 530,000 150,000 

前払費用 517,357 437,069 

繰延税金資産 326,491 315,300 

その他 428,413 861,078 

流動資産合計 67,479,316 89,633,735 

固定資産    

有形固定資産    

建物 142,030 134,445 

減価償却累計額 △55,497 △62,467 

建物（純額） 86,532 71,977 

構築物 5,381 5,381 

減価償却累計額 △3,988 △4,186 

構築物（純額） 1,393 1,195 

車両運搬具 27,819 27,819 

減価償却累計額 △13,160 △20,239 

車両運搬具（純額） 14,658 7,579 

工具、器具及び備品 70,829 74,147 

減価償却累計額 △50,434 △57,877 

工具、器具及び備品（純額） 20,395 16,269 

賃貸不動産 5,166,780 6,869,225 

減価償却累計額 △207,017 △266,753 

賃貸不動産（純額） 4,959,763 6,602,472 

土地 99,266 93,824 

有形固定資産合計 5,182,010 6,793,319 

無形固定資産    

ソフトウエア 23,128 17,833 

電話加入権 642 642 

無形固定資産合計 23,770 18,476 

投資その他の資産    

投資有価証券 69,521 80,644 

関係会社株式 109,200 234,744 

従業員に対する長期貸付金 18,871 37,581 

長期前払費用 － 20,894 

繰延税金資産 172,464 162,458 

その他 202,125 194,259 

投資その他の資産合計 572,182 730,583 

固定資産合計 5,777,963 7,542,379 

資産合計 73,257,280 97,176,115 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当事業年度 

(平成27年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形 5,081,265 11,339,152 

買掛金 31,719 26,185 

短期借入金 － 3,880,000 

1年内返済予定の長期借入金 5,116,600 1,835,600 

未払金 365,757 323,294 

未払費用 17,745 21,458 

未払法人税等 1,853,862 2,211,179 

未払消費税等 90,843 341,722 

前受金 5,325,399 7,030,010 

預り金 580,757 662,470 

賞与引当金 46,640 57,540 

その他 78,595 33,828 

流動負債合計 18,589,186 27,762,443 

固定負債    

長期借入金 19,307,250 27,831,650 

役員退職慰労引当金 295,820 323,486 

固定負債合計 19,603,070 28,155,136 

負債合計 38,192,256 55,917,580 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,418,558 1,462,175 

資本剰余金    

資本準備金 1,348,558 1,392,175 

資本剰余金合計 1,348,558 1,392,175 

利益剰余金    

その他利益剰余金    

別途積立金 3,000,000 3,000,000 

繰越利益剰余金 29,272,957 35,388,311 

利益剰余金合計 32,272,957 38,388,311 

自己株式 － △115 

株主資本合計 35,040,073 41,242,546 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 5,801 12,267 

評価・換算差額等合計 5,801 12,267 

新株予約権 19,149 3,720 

純資産合計 35,065,024 41,258,534 

負債純資産合計 73,257,280 97,176,115 
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(2) 損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高    

不動産売上高 48,973,551 62,746,326 

その他の事業収入 1,537,461 1,794,609 

売上高合計 50,511,013 64,540,936 

売上原価    

不動産売上原価 33,279,020 44,650,641 

その他の事業売上原価 634,297 782,245 

売上原価合計 33,913,317 45,432,887 

売上総利益 16,597,696 19,108,049 

販売費及び一般管理費    

販売手数料 4,564,149 4,812,651 

広告宣伝費 358,439 254,763 

役員報酬 288,900 287,700 

給料及び手当 1,141,918 1,390,142 

賞与 49,200 70,026 

賞与引当金繰入額 39,920 55,620 

退職給付費用 6,730 8,976 

役員退職慰労引当金繰入額 26,660 27,666 

法定福利費 141,977 170,587 

株式報酬費用 13,588 － 

租税公課 302,632 436,535 

通信交通費 152,113 162,260 

減価償却費 27,624 28,385 

地代家賃 110,586 132,333 

その他 356,859 347,340 

販売費及び一般管理費合計 7,581,300 8,184,990 

営業利益 9,016,395 10,923,058 

営業外収益    

受取利息 7,645 3,492 

受取配当金 887 1,066 

違約金収入 42,898 34,514 

仕入割引 32,886 21,029 

その他 24,825 28,940 

営業外収益合計 109,141 89,041 

営業外費用    

支払利息 179,930 290,495 

支払手数料 7,000 37,201 

その他 8,382 － 

営業外費用合計 195,312 327,697 

経常利益 8,930,224 10,684,403 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成27年３月31日) 

特別利益    

固定資産売却益 6,825 － 

特別利益合計 6,825 － 

特別損失    

固定資産除却損 4,050 8 

特別損失合計 4,050 8 

税引前当期純利益 8,933,000 10,684,394 

法人税、住民税及び事業税 3,505,818 3,784,339 

法人税等調整額 △54,276 18,570 

法人税等合計 3,451,541 3,802,910 

当期純利益 5,481,459 6,881,484 
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【売上原価明細書】

不動産売上原価明細書

   
前事業年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当事業年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ 土地売上原価          

１．用地代   11,646,524   15,163,630  

２．仲介手数料   309,009   325,689  

土地売上原価計   11,955,534 35.9 15,489,319 34.7

Ⅱ 建物売上原価          

１．建築工事費   20,537,519   28,212,900  

２．設計監理料   605,966   815,421  

建物売上原価計   21,143,486 63.5 29,028,322 65.0

たな卸資産評価損   180,000 0.6 133,000 0.3

不動産売上原価   33,279,020 100.0 44,650,641 100.0

 （注） 原価計算の方法は、個別原価計算によっております。

その他の事業売上原価明細書

   
前事業年度

（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当事業年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

１．業務委託経費   196,096 30.9 206,291 26.4

２．修繕保守費   204,757 32.3 233,048 29.8

３．賃貸不動産原価   177,040 27.9 282,943 36.2

４．その他   56,402 8.9 59,961 7.6

その他の事業売上原価   634,297 100.0 782,245 100.0
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(3) 株主資本等変動計算書

前事業年度（自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日）

            （単位：千円） 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 資本剰余金合計 

その他利益剰余金 

利益剰余金合計 
  別途積立金 繰越利益剰余金 

当期首残高 1,228,814 1,158,814 1,158,814 3,000,000 24,317,877 27,317,877 

当期変動額             

新株の発行 189,744 189,744 189,744       

剰余金の配当         △526,379 △526,379 

当期純利益         5,481,459 5,481,459 

自己株式の取得             

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）             

当期変動額合計 189,744 189,744 189,744 － 4,955,080 4,955,080 

当期末残高 1,418,558 1,348,558 1,348,558 3,000,000 29,272,957 32,272,957 

 

             

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 

その他有価証券
評価差額金 

評価・換算差額
等合計 

当期首残高 － 29,705,505 9,809 9,809 72,680 29,787,994 

当期変動額             

新株の発行   379,488       379,488 

剰余金の配当   △526,379       △526,379 

当期純利益   5,481,459       5,481,459 

自己株式の取得             

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）     △4,007 △4,007 △53,530 △57,538 

当期変動額合計 － 5,334,568 △4,007 △4,007 △53,530 5,277,029 

当期末残高 － 35,040,073 5,801 5,801 19,149 35,065,024 

 

- 34 -

株式会社プレサンスコーポレーション（3254）　平成27年３月期決算短信



当事業年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

            (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 資本剰余金合計 

その他利益剰余金 

利益剰余金合計 
  別途積立金 繰越利益剰余金 

当期首残高 1,418,558 1,348,558 1,348,558 3,000,000 29,272,957 32,272,957 

当期変動額             

新株の発行 43,617 43,617 43,617       

剰余金の配当         △766,130 △766,130 

当期純利益         6,881,484 6,881,484 

自己株式の取得             

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）             

当期変動額合計 43,617 43,617 43,617 － 6,115,354 6,115,354 

当期末残高 1,462,175 1,392,175 1,392,175 3,000,000 35,388,311 38,388,311 

 

             

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金 
評価・換算差額
等合計 

当期首残高 － 35,040,073 5,801 5,801 19,149 35,065,024 

当期変動額             

新株の発行   87,234       87,234 

剰余金の配当   △766,130       △766,130 

当期純利益   6,881,484       6,881,484 

自己株式の取得 △115 △115       △115 

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）     6,466 6,466 △15,428 △8,962 

当期変動額合計 △115 6,202,472 6,466 6,466 △15,428 6,193,510 

当期末残高 △115 41,242,546 12,267 12,267 3,720 41,258,534 
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７．その他

(1）役員の異動

役員の異動につきましては、本日開示いたしました「監査等委員会設置会社移行後の役員人事に関するお知ら

せ」をご覧ください。

 

(2）受注及び販売の状況 

① 受注実績

前連結会計年度（平成26年３月期） 

セグメント
の名称

区分

契約高 契約残高

数量
（戸）

前年
同期比
（％）

金額
（千円）

前年
同期比
（％）

数量
（戸）

前年
同期比
（％）

金額
（千円）

前年
同期比
（％）

不動産

販売事業

ワンルーム

マンション
1,098 121.5 17,311,355 121.5 313 69.1 4,966,780 67.0

ファミリー

マンション
1,555 223.7 49,587,207 232.0 1,536 203.2 46,078,040 202.2

シニア向け

マンション
－ － 2,480 0.2 － － － －

一棟販売 354 264.2 4,882,501 361.6 262 166.9 3,953,994 235.6

その他住宅 

販売
49 20.9 731,296 29.5 1 20.0 21,212 24.7

その他不動産

販売
－ － － － － － － －

報告セグメント計 3,056 151.1 72,514,840 178.2 2,112 153.2 55,020,027 170.9

 

当連結会計年度（平成27年３月期） 

セグメント
の名称

区分

契約高 契約残高

数量
（戸）

前年
同期比
（％）

金額
（千円）

前年
同期比
（％）

数量
（戸）

前年
同期比
（％）

金額
（千円）

前年
同期比
（％）

不動産

販売事業

ワンルーム

マンション
1,355 123.4 21,525,214 124.3 713 227.8 11,486,000 231.3

ファミリー

マンション
1,170 75.2 38,568,326 77.8 1,406 91.5 43,466,197 94.3

シニア向け

マンション
－ － － － － － － －

一棟販売 722 204.0 8,956,645 183.4 767 292.7 9,435,193 238.6

その他住宅 

販売
13 26.5 189,496 25.9 － － － －

その他不動産

販売
1 － 3,903,126 － － － 920,000 －

報告セグメント計 3,261 106.7 73,142,809 100.9 2,886 136.6 65,307,391 118.7

（注）１．本表におきまして「受注高」は「契約高」と読み替えております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．上記の金額には、追加工事の金額も含まれております。

４．一棟販売とは、マンション一棟もしくはその一部をマンション販売業者に卸売する方法であります。

５．その他住宅販売とは、中古住宅流通事業、戸建分譲事業等、新築マンション以外の住宅の販売であります。

６．その他不動産販売とは、商業用店舗、開発用地等の住宅以外の不動産の販売であります。

７．当連結会計年度のその他不動産販売の契約高は、商業用店舗（49,949千円）と開発用地（3,853,177千円）に

関するもので、契約残高は開発用地（920,000千円）に関するものであります。

８．報告セグメントに含まれない事業セグメントについては、該当事項はありません。
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② 販売実績

セグメント
の名称

区分

前連結会計年度
（自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日）

数量
（戸）

前年
同期比
（％）

金額
（千円）

前年
同期比
（％）

数量
（戸）

前年
同期比
（％）

金額
（千円）

前年
同期比
（％）

不動産

販売事業

ワンルーム

マンション
1,238 173.9 19,759,475 174.2 955 77.1 15,005,994 75.9

ファミリー

マンション
775 94.7 26,301,103 111.3 1,300 167.7 41,180,170 156.6

シニア向け

マンション
8 15.7 216,711 18.7 － － － －

一棟販売 249 191.5 2,607,105 159.3 217 87.1 3,475,445 133.3

その他住宅

販売
53 21.4 796,019 30.3 14 26.4 210,708 26.5

その他不動産

販売
－ － － － 1 － 2,983,126 －

不動産販売

附帯事業
－ － 240,174 123.7 － － 205,265 85.5

報告セグメント計 2,323 118.4 49,920,589 122.7 2,487 107.1 63,060,711 126.3

その他 － － 1,834,947 109.7 － － 2,580,578 140.6

合計 2,323 118.4 51,755,537 122.2 2,487 107.1 65,641,289 126.8

（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．上記の金額には、追加工事の金額も含まれております。

３．一棟販売とは、マンション一棟もしくはその一部をマンション販売業者に卸売する方法であります。

４．その他住宅販売とは、中古住宅流通事業、戸建分譲事業等、新築マンション以外の住宅の販売であります。

５．その他不動産販売とは、商業用店舗、開発用地等の住宅以外の不動産の販売であります。

６．不動産販売附帯事業とは、マンションの販売代理手数料、及び不動産販売事業に附随して発生する事務手数料

等であります。

７．当連結会計年度のその他不動産販売の売上高は、商業用店舗（49,949千円）と開発用地（2,933,177千円）に

関するものであります。
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